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朝日蓮峯～東北ア

○

ルフス

1.は狼勧惣

東北アルプスといりても細ら恋い人が多い淀ろう｡

山登りの好き柱人とくぽ東北地方の人たちは朝窟1

飯豊遠峯をそはんでいる｡東北地方はは高い山が多

v･か大部分は火山で蔵王や鳥海などカ欄し嚢れてい

る.東北地方の山の地形は大きく4っにわけられるだ

ろう.1つは独立した山体をつくり裾野を長くひい

た第四紀の火山である.つぎはその火山の基盤を作っ

て大部分100m以下の標高をもつグリン･タフの山恋み

背陵山脈とか出羽丘陵赫それである,これはおもに裏

目本側に多い圭一方表属本には北上阿武隈山地の

ような丘陵性の準平原化した山なみが発達している｡

これカミ第3番目の山で本州造山(日本のバリスカン造

山)ででき上った山である古欝魂番目の山が朝目･

飯豊連峯である､この連峯の山序は標高2000mそこそ

こで高さではとうてい日本アルプスの山々にはおよば

ないが山容は峻険で規模か大きく東北アルプスの

名にふさわしい自然の景観をつくっている.地形がな

だらかなほど山の生いたちは古いと一般的にはいわれて

いるので鞘目1飯豊連峯の山岳としての生いだちは新

しいことに匁る皇しかし自然の営みはなかなか複雑

である｡これから地形や胞質汰とを調べ桂がらこの山

の生い立ちをときほぐしてみようヨ

東北地方は風土も濠た地瞭である｡東北アルプスと

いっても日本アルプスのよう匁はでやかきが狂い｡

ようやく最近登山者の数もふ克山小屡も整備されて

鳶

第1図最深積雪の分布図(単位｡㎜1890～1956)

臨津光央1河内洋侑

きたがこれは都会の雑踏をそのまま山小屋に持ちこん

だような最近の山の事情をさけてふみ荒されない山を

求める人カミ増えてきたからであろう曲ひっそりした

めだたないしかもその帝紀厳しさをひそめた朝目や飯

豊を訪ねる人は今後窓らに増支ることだろう.しかし

この山は全く不便だ.私たちのように旅行を苦にしな

いものでもロｰカル線のまだるっこさアプロｰチの

長いこと荏どにうんざりさせられたことがある.

アプロｰチが長いといえばこの山を望見できるとこ

ろは周辺紀あまり多くなv･.米坂線の沿線や山形盆

地淀とから天気の良い目にはなカミめられるがそれほど

すぱらしい溶がめでも扱い曲こんなこともこの山があ

まり人に如もれ匁かっ危理南かもしれない｡護だ日

本海に近いという地理的条件による変化の徹しい気象

豪雪なども登{脅秘敬遠する理由であろう曲しかし

このようなマイナスが逆はこの山の良さをっくってい

るともみることがで著る缶山の気心を良く知った土地

の人たちが信仰に熊狩"㍍の山を愛しつづけてき

た.この山を熱愛している登山象もいる.藤島玄氏

のガイドブックをみるとこの人の朝目･飯豊連峯への

ほれこみようカミよくうかがわれる.

東北の山を愛しとくに蔵王の紹介者として先年河

北文化炭(河北新報杜による)をうけられた旧制山形

高校の安斎徹(地質学脊)先生憾策北アルプスの古く

からのファンであると闘いている｡

私たちもこの山をかれこれ6～7年歩いた.花

崩岩地帯を総なめにしようとして始まったウラン探しで

朝目山地の北の端の大張鉱山(山形県東田川郡朝目村)

の放射能異常が見出されたのがきっかけとなりその後

付近の砂川(第三紀層中)慈らに小園(山形県西置賜

郡ふ園町)串東(新潟県娯船郡関川村)野川(山形

県長井市)黒鴨(同繭村山郡朝目町)矢ノ沢(同東

置賜郡富内町)など朝目山地の周辺の第三紀層(花騎

岩の上の)即につぎつぎとウランがみつかった古一方

飯豊山地の周辺紀も赤谷(新潟県東蒲原郡赤蒼町)三

川(岡三州村)中条(筒申粂町)孤頭山(岡)車峠

(福島県)と同じよう紅第三紀層中暖異常がみいだ慈れ

た吉この申の2鷲の地域はややまとまった鉱床とな

っているがその蝕の大部分はいわ砂る異常地の程度で

ある｡しかし数芯けからいうとウランにとって有望在�
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地域ということができる.

私たちの仕事は朝目･飯豊の山すそのこのような

異常地の調査が主で地質についても断片的な知識を

持つに止まった.ところがとき所川をさかのぼっ

て石を調べてゆくと周辺でみかけ注い花筒岩の転石

にでくわした.また沢や山の大きさにおどろかさ

れた.私たちの興味は次第にこれらの山の周辺だ

けでなく核心部に移りさらに山の全貌を知りたい

という欲望にかられた.山岳地帯の調査は肉体的

にもっらいアルバイトである.重いリュックサック

を背負いときには徒渉したりザイルに身を託した

り歩くのカミ精一杯で石を見るのカミいやにたることも

ある一しかしまた一方では自然の美しさは疲れ

をいやしてくれる.いつのまにか私たちも朝目･

飯豊連峯のとりこになってしまった.朝目･飯豊遠

峯の地質や地形については少ないなカミらいくっかの

文献カミある.在かでも朝目につv･ての小倉地先生

の報告や飯豊についての杉山隆二｡茅原一也両氏の

報告は私たちにもおおいに参考になった.詳しい

学問的なことは別にしてこの山の自然の紹介をかね

て一般の人にもわかるよう一に書いてみたい.
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2.朝目麹峯への道

登山のガイドブックも良くできておりまた山形･新

潟県で出している5万分の1の登山用の地図にも詳しく

朝日連峯への登山道カミしるされて

墳
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1いる.したがっていくっかの登
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山コｰスがあるがその紹
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べi介はそれらにゆずるご

灸二丁㌻1;;

沢㌣〆粗粒斑状花開岩一スｰ

㌻磁脈鳩川

北寒

0ユ23

第2図朝同山魂の切峯面図

のぼり以東岳(主脈縦走路の北端)に達する一をたど

り主脈を縦走し朝目鉱泉にぬける登山路と大井沢

からのぼり前のコｰス(南北)に直交する尾根コｰス

をへて三面にぬける路を案内することにしよう.こ

の2つのコｰスは朝目連峯のメインルｰトでこれで十

分この山の良さも地質見学も果たすことカミできる.

主陵の縦走路を行く

鶴岡一犬鳥池

鶴岡から終点の上田沢まではバスで1時間半ほどの道

のりである.旧城下町らしい鶴岡の市街をでると穀

地帯である庄内平野が開け亭.朝目連峯は行手の

拒みの間に没していてどれカミどの筆とも区別しがた

東の方には出羽三山の月山湯殿山が重なりふ

かえれぱ鳥海山の残雪がまばゆく光っている.落合･

落をすぎる.や炉て赤川が大鳥川と梵字川に分か

れる.どちらも朝目連峯の奥深く源を発するので

水量はかなり多く上流にはいくつかのダムカミ

できている.落合部落付近の川岸は丸くえ

ぐられたやわらかい黄色い凝灰岩(新第三

断層角礫紀中新世)であるカ主その上流の川岸は

揖雌花漂鴛二作1ζ二1㍗理篇英二

泉

第3図朝目連峯の主要縦走路に沿うルｰトマップ�
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るい丘陵は新第三紀層からできており川岸の花闇岩は

その岩盤にあたるものである一そのゆるい丘陵の奥に

摩耶山魏の北の端の屹立した姿カミ望見される.標高10

00m前後の山だが谷はすこぶるわるい.摩耶山塊は

南北に連なる花筒岩の山で山麓の新第三紀層とは断層

で境されている.大鳥川の河岸段丘は2～3段で

高位段丘面は比高120mに達しており新しV'時代に基

盤の地塊が著しく隆起して峻険な山塊を作ったこと

を如実に示している.バスは低いせまい段丘の上を南

に進む.ウランを産する砂川の部落に続いて本郷の

発電所を過ぎると両側の山は次第に高さを増してくる.

田んぼも次第に少なく在って終点の上日沢の部落につく.

両側の山は新第三紀の砂岩礫岩が多い.上田沢は

また大泉鉱山の索道の終点でもある.

上閏沢から奥には夏季にはバスが通じているカミ繁岡

が終点である.トラックに便乗できれば東大鳥川に

沿ってさらに10数kmも奥まで入ることカミできる.

上田沢から5分も行けば道の右手に礫岩の露頭がみ

える.目を右手に転ずると前方に荒沢えん堤が望見さ

れる.道はダムを作ったためにできた迂回路で紫が

かった赤黒色の安山岩をえぐってトンネルが掘られてい

る.最後のトンネルをくぐり右手にダムを見ながら単

調な山ろく歩きカミつづく.繁岡の部落で道は2つに分

かれる.以東岳への道は左手で右手の道は大泉鉱山の

選鉱場のある寿岡に通ずる.大泉鉱山へほさらに8k

血祭の道のりがある.それは雪崩のつめ跡の残った山

肌にはさまれ淀細い山道である.鉱石は索道で山奥の

鉱山から寿岡まで運ばれ選鉱されて精鉱はさらに索道

で上田沢まで運ばれている.繁岡からの道はあまりよ

く狂い.新第三紀層が所友に露出するだけでなカミめも

平凡である.しかも道のりはある.

皿淵の手前でくるまをすて朽ちた吊橋を渡る.川

の水は澄んでいる.遣傍には串粒の花樹岩が露出して

いる.これからいよいよ登山路である.道はしばら

く東大鳥川に沿い川原におりたり上ったりしながら進み

ゴオラ沢をこえたあたりで坂道となる.

皿淵からさきは花開岩だけである.風化した花庸岩

の上に刻まれた坂道を一気に200m上りさらに茶畑山

の山腹をまきな秘ら200㎜(標高580m)上る.ブナ

林の中に数本の姫小松カ茎一きわあざやかに立っている.

すでに朝日連峯の山ふところで前方に化穴山や甚六山

が望まれる.せっかく上ったのにまた下り坂で300m

ばかり下って冷水沢の合流付近にでる.このあたりの

岩石は弱い片理のある花開岩で冷水沢の上流には古生

層の粘板岩が花筒岩の中にとりこまれている.冷水派

からはまたしだいに上り坂になりさらに七滝沢の左岸

に沿ってブナの林の申をしぱらくのぼるとやかて大鳥

池が林の中にみえてくる.池の北岸には大鳥小屋があ

る.標高963mの高地にあり湖岸にはブナにおおわれ

た山腹カミせまり静かに水をたたえた大きな湖である.

小屋にほ釣竿カミ用意されてありズブの素人でも岩魚や

姫ますを多数釣り上げることができる.朝目連峯縦走

路の魅力の一つである.大鳥池は安斎氏の研究によっ

て西方の三角池方面からの崩壊にもとづくせき止め湖

であることが明らかにされている.以東岳への登山道

の中腹から見下せぱこの崩壊の地形がよく観察される.

ちなみに山形県下には大鳥池より大き匁湖水はない.

大鳥勉一以東岳

大鳥池の湖岸の道は湖の東側についていて花筒岩

の崖にそった歩きにくい道である.大鳥池の南端から

以東岳への登りは一気に700mも登る道でかなり苦

しい.とくにはじめの400mほどの登りはきつい.

湖岸のブナ林から次第にブナ水ナラなどを混えた灌木

帯に入り根曲竹や小灌木の地帯をすぎてはい松帯へと

眺望カ欄けてくる.やカミて一面の草原になりところ

どころに池が散らばった地形がひらけてくる.このあ

たりになれば岩石の露出もへって泥炭層が地表をおお

ってしまっている.以東岳は近いようで意外に遠い.

大鳥池の南端からはじめの400mほどの登りの間にみ

られる花筒岩は大鳥池付近のものと変らなv'が地形が

ゆるやかになったあたりから花筒岩の性質が変わってい

る.頂上近くに露出しているものは大きな長方形の

長石(正長石)の斑晶の入った粗い花陶岩である.激

しい風雪にさらされて風化して砂礫状になっている

がぬけおちた長石の斑晶添散在しているのカミ目につく.

以東小屋は山頂近くに建てられたせまい避難小屋でま

わりは花庸岩を積み上げた石垣で麗われて〉･る.小屋

から頂上の三角点(1771m)まではわずかの距離である.

頂上から南望すると峯々がはるかに連なり遠くに大朝

目岳のとカミったピｰクも見える.尾根道は車つきのゆ

るい起伏の連続のようだ.しかし両側の沢はすごい.

東側の出谷川(梵字川～八久和川の上流)はv･くつかの

滝をかけて以東岳の直下までつき上げている.西側の

以東沢も深い択である.主脈を遠望すると東西対照

的な山の地形に気がつく.西側の沢はみるからに深い

が尾根付近は丸みをおびた車つきのスロｰプを作って

いる.それに対し東側は尾根付近までえぐられて岩

肌をあらわしている部分が多い.雪渓もおそくまで残

っている.いわゆる偏東積雪地形の様相である.い

よいよ縦走路に入る.風化した花筒岩の上の道を一気

にかけおりまただらだら坂を上り下りしながら1時間ほ�
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①皿淵の手械でくるまを捨てこわれかけ淀橋を渡れぱいよいよ朝1ヨ

山塊への登山がはじまる

②大劇11上流は原始のままである

け

目指す以東灘はなか松か.蒐えない

③大島湖は写真の産上手

からの花嵐岩の崩壊によ

ってできたせき.1ヒめ湖で

ある(左)

⑤えものを並べて焼けば朝目I』｣塊の夜は楽しい

⑳滝太郎というのは長さ

1m以上もある岩魚の化

物で口はうさぎに似て

いて喋はくじらのよう

だとものの本にある

(右)

⑥冬は雪の中に丸まって冬眠するというヤマネ

⑰以東岳の頂上近く

⑧

紗康製筏鰯幾1ま疑労形の動

リ録腐の斑轟勇蹄徴で鳶葛�
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で狐穴小屋につく新しくできたきれいな小屋である.

大鳥小屋を早くでれば大朝目小屋まで一目コｰスだが

途中で石を次花きサンプルを採薬したり柾どするので

はこの小屋で一泊するのがよい芯ろう.狐穴小屋の

手前の東斜面に帥･岩塊かころがっている古これは花

嵩岩の刺泌るペグ坪タイトぽ由来する看英の塊である昔

狐穴小震一突翻員醤一朝鷺鉱疑

小屋をあとにして花繭砦の砂礫の上を一息のぽると

三方境である串ここは大井沢からの遼を圭陵縦走路

の交点で齢る(正しくは新潟県岩船郡山形県東田州郡

同西村山郡σ)境)三方境を越えると次第に灌木の間をぬ

う遣になり登りっめると北寒江山になる.ζの構生の

ちがいは岩石のちがいを反映しているのかもしれか･.

三方墳のやや南から粒の細かい黒っぽい閃緑岩質の

岩石が多くなる.

一部は片状でこれから酉朝目昏にかけて縦走路のい

くつかの頂部をっくりわれわれ湾酒朝目花開岩とよぶ

岩石である.北寒江山から酉は分かれる尾根にそって

相模山を通り三面川に通ずる道が開かれている咄また

岩井俣上流のガツコ派の源頼カ婁下流の恐るべきけわし

さとはちがってゆるいささの斜面をつくってv･る｡

岩井俣沢は三面川の支流のうちもっとも長くも

りともけわしい沢の一つで勅るかなかでも北寒江山紀

直接発するカッコ派ζそば宵来熊狩りの狩人たもすら

恐れたおいう相模泌の南繭の大岩壁をめぐって流れてお

り人間の昆跡は巷勅めて凄れにしか記されていない､

カッ鴛派がこのよう熔険悪であるのはその核心部が

侵蝕にきわめて強い細粒で塩基性の衝朝日花筒岩紀より

て形成されているから1ごほかなら恋い,わたしたもの

経験では竜門山紀発する串俣派との合流に出る凌で紀

北寒江凶から水単距離藪凸眺峨を約裏目がかった,開け

花河床がぼ&んど扱く隷溶∀字谷の底かさらに一段と

深く垂直に免ぐり込婁れていて鍛近の急激な隆起運動

の存在を示している.谷壁はなだれにみカミきこまれて

おりまた塩基性岩の常としてピトン(岩登り用の鉄釘)

を打ち込むべき割れ目カミ非常に少なくかっくいしはっ

てv'るためもしこの沢を下から遡るとすれば一週間

ぐらいかかるのでは加'かと思われる､北寒江出を下

ると黒っぽい閃緑砦に続いて片状の細かい粒の花鰯

岩カミ露出してv･る.鞍部ではまたあ映喉看のめだ

つ花陶岩が露出しているカミ寒江山の頂上は黒っぽい愛

輝緑岩～閃緑岩である.寒江山を下り出すと黒りぽ

い岩石と白っぽい岩石のいか虹も変じりあったぷう溶湯

成岩とよばれる岩石がみられそれが次錆紀中粒で片状

の花騎砦にかわりていりている圭南寒江凶につづいて

⑧南からみ花以東掻

⑬狐穴付逝縦蓮路はずっと草原の中で糸る

⑳'縦走路にはいたるところに池がある

⑫八久和川渡流の山やま遠景は月山�
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竜門山があらわれ尾根の東側にひろびろとした百畝畑

の草地がひろがる.初夏にはいろとリどリのお花畑に

怒るところである.竜門山へはこのなだらかな尾根を

上り下りし.たがら100mほどの登りである.ここはは

い松をはじめナナカマドミヤマハンノキだとの灌木

のやぶで露岩は少ないがところどころに黒くて斑

状の比較的粗い岩石(はんれい岩)が出ていてその

中に一部花陶岩がしみこんでいるのがみられる.

竜門山から御坪山という高まりを越えて灌木の中を進

むと酉朝目岳である.西朝目岳の三角点は道からはず

れている.西に相模山大上戸1⊥1がながめられその

下の岩井俣の沢は吸いこまれるように深い.大朝目岳の

ピラミッド状の頂きが眼前にあらわれまた遠く屹立

した祝瓶山が目をひく.祝瓶山とは婚礼のさいの酒樽

に似た格好をしているところから名づけられたといわれ

る.あるいは子供がかぶる紙でっくったかぶとのよ

うにもみえる.酉朝目岳の直下の庸斜面も雪にかきむ

しられて岩肌もあらわにつきたっている.

竜門山から西朝目岳の間も大部分黒っぽい愛輝緑

岩または閃緑岩とよぱれるような岩石であるがところ

どころに斑晶のめだった古い花闇岩が顔を出している､

また真白な珪石(石英脈)の塊もおちている.

酉朝目岳からの急坂を200m余リ下り中岳との鞍部に

⑬カッコ沢の雪景を下る

でると片理のはっきりしたかなリ組い花嵩岩に変る.

片理の方向はN30㌦である.この岩石は大朝目小屋

の手前まで続いている.大朝目小屋を目前にしての中

岳の上りは結構くたびれる.道は突起を東にまいてつ

いている.このあたリからみた大朝目岳は美しい鋭角

のきリっとした山容だカミ肩のあたりが平らな草地で

むしろ女性的匁感じを与える.ふリかえってみる西朝

目岳の方がごつごっした岩肌とずんぐりした山容で

ずっと男性的である.冒程に余裕がある放らば大朝目

岳の肩で小朝目岳への分かれ遺付近にある小ぎれいた

大朝目小屋に一泊して行こう.根子川の源頭には10月

でもまだ雪田が残っている.小屋からは遠いが金玉水

という良い水場がある｡小屋の水がめには水が一杯く

んであって気持がよい.こういうところは都会に遠

い山のよさの一つであろう.新い'小屋を作るため整

地したのか砕石した岩石が小屋の前に積んである.

やはリ窯っぽい閃緑岩である.ところどころに数mm

ほどの長石の斑点がみえる.晴れ上がった夜は小屋

の前から1｣｣形盆地の集落の灯がみ走る.いよいよ大朝

目岳頂上への登りである.大朝目地陶岩という岩石は

片麻岩状の粗い花嵩岩でいかにもみかけの古そうな貫

録のある岩石である.頂上から中ツノレ尾根の七合目

あたりまで露出している中ツノレ尾根にでると灌木帯と

⑮黒っぽい酉朝目花筒岩の申に片状の岩井俣花筒岩が入

っている(カツ:]沢)

⑯西覇肩花開端はレンズ状にひきのばされて榊キ俣花嵩帯に同化さ

れて行く(ガツコ沢)

⑰大鞘目岳のピラミッド

⑱朝目鉱泉1�
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帆1二･'二'･､｡沢

〃包､歩雌

障

子

ガ

岳1481

角ナラ小屋0

第4図朝目連峯主要部の地質図

凡な割れ目に沿ったものであろう布滝を過

…新第三紀層

沙流紋岩1ぎて新しくできた車道にでて朝目川の渓谷

1二醸魏簡岩に沿いバスの練白滝まで沿道の締ほ今

;離騒花

鯛西朝日型曹

〃大朝日型石

｡,古生層

1一げ断

根

つll

なりしぱらく下るとブナ林と在る,小朝目岳の南側

のガレが木の間からみえてくる咀岩石の露出はし池･

に悪くなりところどころにころ秘っている看をたたい

てみる程度であるが片理の弱い中粒の花筒岩である白

人朝目花陶岩とこの花闇岩の関係は確認する手とかで慧

ない.それから先はブナ林の中を下るばかりだ曲率

ツノレ尾根を1000mほど下ると二俣に達する.ここで

新鮮な花闇岩のサンプルがとれる､ここからは朝目川

沿いに鉱泉まで下るの芯が川沿いの小さ汲上り下りの

ある道は結構長い遺のじてある｡途中に何カ所か断層

帯があって破砕されたり変質したり叢鉄鉱の鉱染カミ

あったりなどしている.石英斑岩もでている.破砕

帯の幅が10m以上の部分もある.朝目鉱泉もこのよう

までみてきたものとはかなりちがった粗い片

理のないやや脂ぎった感じの花開岩である.

途中に大朝目鉱山のズリ山がある.白滝か

らのバスも乗りかいがある.大朝目小屋を

朝てても寒河江につく頃はとっぷり目が暮れ

ているだろう.やはり朝目連峯はアフ回

一チカミ長い.

もう1つの尾根みち

主陵縦走路に直交するもう1つの尾根みち

のルｰトについては詳しくは記さないがみ

たことを断片的につづってみよう.山岳地

域の地質調査にはいろいろな制約が伴う.

1)地形が急峻でルｰトが限られる

2)気象条件に制約される

3)肉体的に消耗する

4)良きガイドを必要とする

等々.あたりまえのことぱかりであるが

一生懸命歩いたつもりでいざノレｰトマソプ

を作ってみると象の背をさすったよう荏ものである.

大井沢中村から竜ケ岳をへて天狗小屋三方境大

上戸山そして三面へ下るルｰトは前述の主陵縦走路

はどホピ嵐ラｰでは恋いし凄たそれだけにつらい長v'

屋根歩蜜を強いられるが地質学的紀みても秘境玉繭の

ミ悌一ナイト屍学校とが含蜜れるのでやはり一度は通

ってみたい&ごるである七

竜ケ岳は螂細の標高秘あるカミ新第三紀層からで

きた山である｡登山路が竜ケ岳をまき終るあたりで花

商岩の上にのる新第三紀の基底礫岩がみられる.大井

沢部落の東側はみられる新錦三紀層の基底の高さに比べ

てこの標高差は何を物語るものであろうか.大弁沢

騎層によるものとすれはその落差は500m以上にも達

することになる.朝目遵峯の生い主を知る一つのかぎ

となりそうである.竜ケ岳から天狗小屋までの道すじ

⑮泌潔セ･村落差して鰍凄㌶

遠景は崖よi〕爽輔膚締牢

専喝爽鉾湘嚢鰯員壁泌の根拠地拶一つで鋤曇

働衝朝目揺竜門笛

慧嚢策籔導～j㌔蓬菱縁婁瞬麦奏嚢のノj､鐙で内著置は;←辛誇にととのっ

ている背制ま篭ケ暦�
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からながめる障子ガ岳の壁はすばらしい.紫ナデとよ

ぱれるつるつるの壁は冬期におけるすさまじいなだれの

爪跡を示すものなのであろう.標高わずか800mにみ

たないこの岩壁の基部には大きな雪田が年聞を通して

存在している.天狗小屋は割合古びた二階建ての小屋

だが今どき珍しいきれいに手入された小屋で落書

一つ狂いまるで何でもそろっているといってもよいほ

どである.中田文庫というものまで備えられている.

地元の国立公園管理員である志困忠儀氏の山に対する愛

情をそのままあらわしたようなものである.小屋の上

手に天狗角力取場という径14～5mほどの花商岩の砂礫

地の広場がある.氷河周辺地形の一つとv'われている

構造土がないものかと注意してみたがそれらしいもの

はみあたらなかった.1,380mという標高は低すぎる

のかもしれない.おそらく季節風の作った特磯な地形

であろう.天狗小屋からニッ石山をへて三方境までの

道のりは長い.しかしこのコｰスからながめる以東

岳エズラ峯のおり在す山容は絶景で朝目連峯で最高

の衣がめど思われる.八久和川の上流出谷川の支流

の沢々は以東岳の直下で幾つもの滝をつくっている.

国立公園の記念切手の図柄はこの角度から撮ったものの

ようである.(25真地学と切手の項参照)

この尾根みちの南東側の見附川の上流の沢も深く斜

面はきりたっている.やはり非対称山陵の1例であろ

う､天狗小屋から三方境までの間は大部分粗粒の

斑点のある花筒岩で一部に黒っぽい粗粒の愛輝緑岩が

でているだけである.北寒江山で先の主陵縦走路に達

するがそこからわかれて相模山への道を少しすすむと

道のかたわらに2つの小さな池がある.源蔵池善六

池とよばれている.三面のガイド(この道を開いた)

の名にちなんだものである.､相模山をすぎたあたリか

らこの道は歩きにくくしばしぱひどいやぶをかきわけ

る始末である.しかしこの山道からかいまみる竹ノ

沢とくに相模沢のすごさは圧巻である.

大上戸山のすぐ下までは中粒の片麻状花嵐岩である

カミ大上戸山頂付近は粗い斑晶のめだつ花嵐岩である.

大上戸山を過ぎると尾根はほぼ直角に曲りしばらく

やせ尾根と在る.この著しい地形の変化はN30｡～

40.W方向の流紋岩の岩脈のせいである.岩脈は2本

ある.そのあとはやはり灌木のやぶでしだいに喬木

も多くなる.

鶴の一声という道標のある付近にわずかに粘板岩の露

出があるが著しく破砕されている.破砕作用は粘板

岩だけでなく花闇岩にもおよんでいる.道隆神峯の

近くにはかっこうの幕営地

がある.幕営地の下の沢

の流紋岩の割れ目からちょ

ろちょろ清水が流れている.

ここから一気に三面川筋ま

で下るわけだがブナの林

の中に姫小松が混った急坂

で細かい圧砕岩状の花商

岩の上の道が続く.石英

塊も落ちている.三面小

屋の対岸にたどりつき鉄線

⑳竜門山へ⑳道の崖季は見賀川の

源流へ向りて花歳岩のみがかれ

た岩壁が続いている

㊥大上戸1⊥1中央のギザギザの尾根とその下の露岩は流紋岩である

㊧三面川の鉄線橋

⑳三面川赤滝付近の峡谷�
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吊橋を渡ると小屋はすぐ前である.ただし豪雪地帯な

ので毎年つぶれたリ再建したリしていて利用すると

きはあらかじめ小屋の現況を調べておく必要がある.

鉄線橋上から三面川の清流を見下ろすと白い花開岩の中

に何本かの黒い岩脈が貫いているのがよくみえる.三

面小屋から少し下れば粗粒塊状の花開岩があらわれる.

ここから奥三面の部落まではさらに2時間余の道のりで

ある.三面口は新潟側からの唯一の登山コｰスである

が全く不便である.しかしそれだけにまだ都会の

空気に汚されたい秘境の趣をじゅうぶん残している.

時間と体力に余裕があったら三面部落にすぐ下ってし

まう前に三面川を遡って川筋によく露出しているミ

ロｰナイトと以東沢合流のやや下手から上流にかけて

みられる圧砕された古生層の粘板岩を見て行くのもよい1

猿田川の上流から三面川の上流へかけて大鳥屋山重

蔵山化穴山たどへと連荏る山嶺は大泉鉱山付近をの

テラ･イン1グ=ク

ぞけぱ地質学的に全く未知の地帯である.

三面川流域のミロｰナイトはその走向からみれば

北西方の日本国片麻岩と呼ばれる岩石のつづきであろう

と考えられている.ここは日本国(山の名前)付近に

比べてずっと露出がよいので断片的な露出にしか恵

まれていない日本国片麻岩の意義や周辺の花闇岩との

関係を調べるにはよい地域の一つであろう.ただ三

面川の水量が非常に多く深い峡谷をかたちづくってい

るので調査には放みなみならぬ体力と気力が必要であ

ろう.ミロｰナイトの幅や圧砕再結晶の程度から

みるとこのミロｰナイト地帯は重要な構造線の存在を

示している.

三面小屋の前の草地のまんなかに三面川上流へ通ず

るふみあとカミあるのだが入口のかやが刈りて扱いと

入口カミわかりにくい.かやの密生地はすぐ終り左媒

の高い段丘の上に古いがしっかりした踏跡が続いている咀

左岸から小沢が合流するたびに段丘が切れて著しい片

平;/

ぐ

〆

一1`'ポ=

⑳至酬榊ミ蟻一刈μ寄れを質くひん岩岩脈一

状の花商岩がみられる.はじめ片理はずっと北東一南

西方向である.竹の沢のゴルジュの入口でふみあと

は右岸にうつる.かつてはここに鉄線橋があったらし

いカミいまでは本流を腰までつかって徒渉しなければなら

ない.幸い水流はゆるいので助かるカミ降雨のあとなど

は徒渉不可能であろう.ここから道は一段とたよリな

くなリ古いなだ目が唯一の頼りと在る.段丘の発達

も次第にとぎれとぎれになってくる.のぞきこめぱ

三田Ilは深いトロリとした梢の連続である1片状花筒

岩は次第に圧砕が著しくなリ同時に片理の方向もかわ

って北西一南東方向に在る.ふみあとはっいに終っ

て原始の色の濃い三面川の河床をくりかえし徒渉し

ながら前進することに在る.

幸い滝は数mのものが2つほどあるだけでそれもさし

て登るに困難なものはない.以東沢合流の手前で圧

砕された古生層がみられる.

3朝日連峯とその周辺の地質

連峯の中心部に分布する岩石はこれまで登山ノレｰト

でみてきたよう荏花嵩岩質の岩石でいくつかのノレｰト

に沿って調べそれをまとめたのが第4図の地質図であ

る.花商岩の他にそれらに迷入された古生層と思

われる堆積岩や変成岩がおもに西半分の地域に分布し

ている.地質図には花開岩類を細かにわけてあるが

ここではもっと大まかにわけて説明してみる､その漢

えに花繭岩に貫かれている盲い岩石について簡蟻にふ

iご｣亜メ}こく

れるごとにする｡念珠ケ関の東方に属本園という山

がある今この山の付近は新潟大学の人恕ちはよって

調べられ日本團片鱗岩とよばれる変成岩(一部花鯛砦)

がある古この岩石は圧砕岩が大部分であるがそれ

に伴って花陶片麻岩(黒自の縞のある花嵩岩質の岩原)が

分布している｡

圧砕岩は芝鴻一ナ｡イドともよばれ構造運動をうけて

いろいろ松磐石が圧砕されたものでここに分布するも

ぐ

薪

へ

繊･義一1ボ

紙

⑳罰洲のミ蝉､1一イド戯純嚢ぬかれた畏宥が擬斑状構造を示して

いる�
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のは粘板岩がうすくはがれるようになった千枚岩花

闇岩が圧砕されておしつぶされてうすい縞状になった

岩石などがある.圧砕作用がひどくてもとの岩石が

わからなく狂ったよう衣もの(一見珪岩や砂岩ある

いは斑岩状の外観を示す)在ともある.西南目本の中

軸部を走る中央構造線にそって分布する鹿塩ミロｰナイ

トとよばれる岩石に似たものもある.このような圧砕

岩は三面川の上流にも分布しているが縞目の方向や

分布をたどると北北西一南南東でかつてこの方向に一

つの大きな構造線があったことを暗示している.

古生層と思われる岩石は黒色の粘板岩が大部分で

朝目連峯では化石カミ発見されていたいのではっきリし

た時代はわからないが飯豊山地では粘板岩にはさまれ

ている石灰岩の中から紡錘虫(フズリナ)の化石カミ見出

され中部二畳紀(2億数千万年前)のものとされてい

る.おそらく朝目山地のものも同じ位の年代のもので

あろう.粘板岩は後で述べる白亜紀後期の花開岩に貫

かれその熱の影響をうけてホルンフエルスとよばれ

る変成岩(董青石や紅柱石を含む)に変化している.

さて花闇岩にはどんた種類かあるだろうか.避入

した時代や岩質のちがいからつぎのように区別される.

←南部北部→

簿辮万年/斐川灘簸灘)(八久和

犬檜原花筒岩

(古生代末?)片状閃雲花陶砦

↓大朝目花筒岩砦鉾供花繭岩

(西朝貝花筒岩)

この他に山地の東部(長井市付近)紀は阿斌隈山

地にみられるよう抵粗粒～中粒の黒雲母花陶岩が分布し

ている1なおOO花繍砦というのは代表的な産地の

名前をつけて同じよう匁産状岩質の岩体を区別したも

ので鉱物成分や化学成分の上ではせ凄い意味の花

陶岩から花筒閃緑岩石英閃緑岩閃緑猪裏でを一つの

岩体内に含んでいる.上にあげたそれぞれの花繍岩¢)

特徴を簡単に説明する､

駁

⑳三砥川上流は徒渉につぐ徒渉で調査は困難をきわめる

芯｡｡
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擦5図朝目1⊥1他とその周辺の地質略図

1:阿武隈花開岩(所期)2:花開閃緑岩(黒森型)

1:鶏灘蟹岩｡:ノ川尋紹英野菱脇鱗岩

8:､岩井俣花開砦9'片状閃雲花巌砦10'大朝目花筒岩

･≡愛輝緑岩一閃緑岩(南朝目型)…廊激噸㈱)

13碓属2～7jま新潮･一峨期

1:騒､糠吋瀞顯紺}､

0:大井沢

大朝良花筒岩岩井俣花嵩岩とよぶものは主陵縦走

¢)さいにでてきた片理のよく発達した花筒岩で一部

には片麻岩とよんだ方がよいものもある｡大輔員花崩

岩の方が粗粒である山岩井俣花鰯岩はずっと粒度カ婁小

さく一部には圧砕岩状のものもある､岩質はだいた

い黒雲母と角閃石を含んだ花筒閃緑岩で､片理の方向は

N30叩～鮒獲である｡酉朝員循簡岩と一括したもの

⑳秘境として知られる奥三面の部落背後のきリ立った山は流紋岩である�
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は大朝目花陶岩や岩井俣花商岩に伴いそれらにとり

こまれたり貫かれたりしている閃緑岩質の岩石で】

部には愛輝緑岩や斑れい岩の部分もある.また混成岩

状の部分もある.堅くて風化されにくいので酉朝目

岳のよう荏けわしい地形をつくっている.

このような一群の古い花商岩の片理が北東一南西方向

であることは地質構造の上で興味があるが朝目山地

の中心部の山陵や谷の発達がこの方向に支配されている

ことは地形図をみるとよくわかる､片状花闇岩とよん

だものは大鳥池付近や朝目鉱泉の西方に上にあげ

た古い花開岩のまわりに分布しているもので片理はそ

れらよりは弱いか方向はだいたい同じ方向である.

この花購岩は大朝目花嵩岩に移りかわるような感じもす

るがみかけはそれより若そうである.今のところ分布

も余りはっきりおさえられていない.

山地の大部分を占めるものは白亜紀後期に迷入した

と考えられる花商岩で片理がほとんど鮎'のが特徴で

ある.朝目連峯の主陵を境にして大きく東北側と南

西側で岩質の上でちカミいがみられる.

南西側に分布するおもなものは小川花陶岩とよんだ

ものでかつて杉山･茅原両氏によって関川村の小川

という部落に産するものを代表的衣ものとしてそのよう

に名づけられた.両氏は新潟県下の花闇岩の中でこれ

とにたものをすべてこの名前でよんでいるのでここで

⑳三面ダム鰯貝山塊の周辺には巨大なダムが多い

もその名を用いた.粗粒のカリ長石を多く含んだせま

い意味での花筒岩(斜長石≒カリ長石)でおもに黒雲

母を含んでいるが角閃石のあるものもある.ややピ

ンクがかったものやカリ長石カミ斑状にふくまれている

ものもある.西南日本の広島花庸岩ににた点カミ多くタ

ングステンやモリブデンの鉱脈やペグマタイトを伴って

いる.岩船地方金丸付近などに分布している山形県の

野川ダムの上流から祝頬山にかけてはこれに近縁恋花

商斑岩(木地山型カミ)分布している.さらに杉山･

茅原氏らにより飯豊連峯の南の実川部落を模式地として

実川花闇岩とよばれたものに似た岩石がところどころに

分布している.これは中粒の角閃石と黒雲母を含ん

だ閃雲花嵐閃緑岩(斜長石カリ長石)である.一方

北東側に分布するおもなものは大檜原山付近のもの

で代表される大檜原花陶岩で中粒の閃雲花嵩閃緑岩で

ある.また北の端には早田花闇岩とよんだやはり

中粒の閃雲花嵩閃緑岩カミ小規模にでている.この岩石'

は八久和花筒岩(岩質は石英閃緑岩)や黒森花陶岩

(斑状花庸閃緑岩)と密接に伴いあっている.大張鉱

山の母岩となっている.'これまであげてきた種々の花

闇岩は大部分白亜紀後期に迷入したものと考えられる.

それらの中で大朝目岩井俣花商岩とよんだものだけが

それより古v･時代の花開岩と考えられる.

(筆者は新潟大学理学郡もと所員および地質部)

'鱗;ぎ榊

こ･⑳荒川上流酒廟貿醤酒方で発見され

た球状花嗣岩

⑳大朝花開瀞紗鎧禰

⑬その構造的意義について注目を浴びている目寺国片麻岩の名

前は写真中央の山の名前から名付けられた�


